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１ ．学科課程
経済法学科　２0１3～２0１7年度入学生 経済学部

学科専門教育科目

履　修
コード

授 業 科 目
（クラス）

配当年次・開講期・単位数

担 　当 　者 備　　　　　　　　考1年次以上
履修可　　

2年次以上
履修可　　

３年次以上
履修可　　

4年次以上
履修可　　

前通後前通後前通後前通後

学
　
科
　
基
　
礎
　
科
　
目

５５01 基 礎 経 済 学 A 2 山　邑　紘　史
５５02 B 2 山　邑　紘　史
５５0３ 法 情 報 学 2 岩　本　一　郎 2019年度以降開講せず
５721 法 学 入 門 2 長　屋　幸　世

足　立　清　人
竹　田　恒　規

５５04 企 業 法 入 門 2 伊　東　尚　美
4006 会 計 入 門 B 2 松　本　康一郎
400３ マ ネ ジ メ ン ト 入 門 Ⅰ B 2 　　　雅　 2019年度以降開講せず
５５07 法 哲 学 2 岩　本　一　郎
５５0８ 法 と 経 済 2 増　田　辰　良

基
　
礎
　
力
　
養
　
成
　
科
　
目

５701 基 礎 力 養 成 塾 Ⅰ K 2 秋　森　　　弘 2019年度以降開講せず
５70３ 基 礎 力 養 成 塾 Ⅱ D 2 足　立　清　人 2019年度以降開講せず
５704 E 2 足　立　清　人 2019年度以降開講せず
５70５ 基 礎 力 養 成 塾 Ⅲ 2 伊　東　尚　美 2019年度以降開講せず
５707 基 礎 力 養 成 塾 Ⅳ A 2 萩 原 浩 太 2019年度以降開講せず
５70８ B 2 萩 原 浩 太 2019年度以降開講せず
５709 基 礎 力 養 成 塾 Ⅴ 2 山　邑　紘　史 2019年度以降開講せず
５711 基 礎 力 養 成 塾 Ⅵ 2 篠　田　　　優 2019年度以降開講せず
５71３ 基 礎 力 養 成 塾 Ⅶ 2 竹　田　恒　規 2019年度以降開講せず
５71５ 基 礎 力 養 成 塾 Ⅷ 2 長　屋　幸　世 2019年度以降開講せず

基 礎 力 養 成 塾 Ⅸ 2 201８年度以降開講せず
５719 基 礎 力 養 成 塾 Ⅹ A 2 増　田　辰　良 2019年度以降開講せず
５720 B 2 増　田　辰　良 2019年度以降開講せず

演
　
　
　
　
　
　
　
習
　
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
　
目

５５41 演 習 Ⅰ A 4 増　田　辰　良
５５42 B 4 篠　田　　　優 Ⅰ・Ⅱ合同開講
５５4３ C 4 岩　本　一　郎
５５44 D 4 秋　森　　　弘
５５4５ E 4 足　立　清　人
５５46 F 4 萩 原 浩 太
５５47 G 4 伊　東　尚　美
５５4８ H 4 竹　田　恒　規
５５49 I 4 山　邑　紘　史
５５61 演 習 Ⅱ A 4 増　田　辰　良
５５62 B 4 篠　田　　　優 Ⅰ・Ⅱ合同開講
５５6３ C 4 岩　本　一　郎
５５64 D 4 秋　森　　　弘 Ⅱ・Ⅲ合同開講
５５6５ E 4 足　立　清　人
５５66 F 4 長　屋　幸　世
５５67 G 4 萩 原 浩 太
５５6８ H 4 伊　東　尚　美
５５69 I 4 竹　田　恒　規
５５70 J 4 山　邑　紘　史
５５71 K 4 大　原　昌　明
５５72 L 4 松　本　康一郎
５５８1 演 習 Ⅲ A 4 増　田　辰　良
５５８2 B 4 篠　田　　　優
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履　修
コード

授 業 科 目
（クラス）

配当年次・開講期・単位数

担 　当 　者 備　　　　　　　　考1年次以上
履修可　　

2年次以上
履修可　　

３年次以上
履修可　　

4年次以上
履修可　　

前通後前通後前通後前通後

演
　
習
　
科
　
目

５５８３ 演 習 Ⅲ C 4 岩　本　一　郎
５５８4 D 4 秋　森　　　弘 Ⅱ・Ⅲ合同開講
５５８５ E 4 足　立　清　人
５５８6 F 4 長　屋　幸　世
５５８7 G 4 萩 原 浩 太
５５８８ H 4 伊　東　尚　美
５５８9 I 4 山　邑　紘　史
５５90 J 4 大　原　昌　明
５５91 K 4 松　本　康一郎

学

科

ユ

ニ

ッ

ト

科

目

理 

論 

経 

済

５61５ モ ダ ン ・ エ コ ノ ミ ク ス 2 増　田　辰　良
５72３ マ ク ロ 経 済 学（情法） 4 渡　邉　　　稔
５724 ミ ク ロ 経 済 学（情法） 4 山　邑　紘　史
３0５３ 経 済 統 計 学 4 澤　田　　　裕
５617 経 済 数 学（法） 4 山　邑　紘　史
３124 計 量 経 済 学 4 修　　　震　傑

金 

融 

・ 

財 

政

５726 証 券 論 4 秋　森　　　弘
５727 企 業 金 融 論 2 飯 田 隆 雄
５1３５ 国 際 金 融 論 2 秋　森　　　弘
５606 金 融 シ ス テ ム 論 2 秋　森　　　弘
３0５５ 金 融 論 4 秋　森　　　弘
５72８ 金 融 ・ 財 政 分 析 実 習 2 秋　森　　　弘 2019年度以降開講せず
５729 財 政 学 4 板 谷 淳 一

経
　
済
　
・
　
経
　
営

401３ マ ネ ジ メ ン ト 入 門 Ⅱ 2 多　田　和　美 2019年度以降開講せず
５124 経 済 政 策 論 4 増　田　辰　良
５747 規 制 と 競 争 の 経 済 学 2 増　田　辰　良
５6３4 北 海 道 経 済 論 B 2 斉 藤 正 広
３091 国 際 経 済 学 4 竹野内　真　樹
３077 中 小 企 業 論 2 中　島　　　隆 集中講義
５7３1 経 済 ・ 経 営 分 析 実 習 2 星　野　克　紀 集中講義

公 

法 

基 

礎

５641 憲 法 Ⅰ〔人権〕 4 岩　本　一　郎
５642 憲 法 Ⅱ〔統治機構〕 4 岩　本　一　郎
５7３３ 刑 事 法 Ⅰ〔刑法総論〕 2 竹　信　航　介
５7３4 刑事法Ⅱ〔刑法各論・刑事訴訟法〕 2 城　下　裕　二
５6５7 メ デ ィ ア 法 2 岩　本　一　郎
５6５８ 国 際 人 権 法 2 岩　本　一　郎

政�

策�

法�
務

５6５３ 行 政 法 Ⅰ〔行政法総論〕 4 竹　田　恒　規
５6５4 行 政 法 Ⅱ〔行政救済法〕 4 竹　田　恒　規
５6５５ 地 方 自 治 法 2 竹　田　恒　規
614８ 租 税 法 2 竹　田　恒　規
6５11 社 会 保 障 法 2 林　　　健太郎

民
　
事
　
法
　
基
　
礎

５671 民 法 Ⅰ〔民法総則・物権〕 4 篠　田　　　優
５7３6 民 法 Ⅱ〔債権各論〕 4 足　立　清　人
５7３7 民 法 再 入 門 2 篠　田　　　優 99ページの注を参照のこと
５7３８ 民 法 Ⅲ〔不法行為〕 2 篠　田　　　優
５674 民 法 Ⅳ〔債権総論〕 2 足　立　清　人
５67５ 民 法 Ⅴ〔担保物権〕 2 足　立　清　人
５676 民 法 Ⅵ〔親族〕 2 篠　田　　　優
５677 民 法 Ⅶ〔相続〕 2 足　立　清　人

企 

業 

法 

務

５6８1 商 法 Ⅰ〔商法総則・商行為法〕 4 伊　東　尚　美
５6８2 商 法 Ⅱ〔会社法〕 4 伊　東　尚　美
５6８4 金 融 取 引 法 2 足　立　清　人
５141 経 済 法 4 萩 原 浩 太
6146 労 働 法 Ⅰ 2 林　　　健太郎
6147 労 働 法 Ⅱ 2 林　　　健太郎
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履　修
コード

授 業 科 目
（クラス）

配当年次・開講期・単位数

担 　当 　者 備　　　　　　　　考1年次以上
履修可　　

2年次以上
履修可　　

３年次以上
履修可　　

4年次以上
履修可　　

前通後前通後前通後前通後

学
　
科
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
科
　
目

司
法
実
務

５7３9 手 続 法 基 礎 論 2 長　屋　幸　世
５691 民 事 訴 訟 法 4 長　屋　幸　世
５692 民 事 執 行 法 2 長　屋　幸　世
５69３ 倒 産 処 理 法 2 長　屋　幸　世

ア 

カ 

ウ 

ン 

テ 

ィ 

ン 

グ

4016 簿 記 原 理 Ⅰ B 2 松　本　康一郎
4201 簿 記 原 理 Ⅱ 2 松　本　康一郎
4204 簿 記 原 理 Ⅲ 2 松　本　康一郎
4206 会 計 学 Ⅰ 2 高　木　裕　之
4207 会 計 学 Ⅱ 2 松　本　康一郎
4211 原 価 計 算 Ⅰ 2 大　原　昌　明 2019年度以降開講せず
4212 原 価 計 算 Ⅱ 2 大　原　昌　明
421３ 管 理 会 計 Ⅰ 2 大　原　昌　明
4214 管 理 会 計 Ⅱ 2 大　原　昌　明
421５ 国 際 会 計 Ⅰ 2 松　本　康一郎
4216 国 際 会 計 Ⅱ 2 松　本　康一郎

ユ
ニ
ッ
ト
発
展
科
目

５741 応 用 経 済 学 特 別 講 義 2 増　田　辰　良
５742 先 端 法 律 学 特 別 講 義 2 萩 原 浩 太
５74３ 経 法 総 合 講 義 2 谷 口 牧 子 隔年開講　集中講義　2019年度以降開講せず

卒 業 論 文 4

教
　
職
　
科
　
目

３127 国 際 政 治 学 4 中　村　研　一
640５ 現 代 政 治 学 2 中　村　研　一
３141 地 誌 概 説 4 塩 﨑 大 輔
３140 地 理 学 4 塩 﨑 大 輔
３142 自 然 地 理 学 4 下　川　和　夫
３1３6 日 本 史（経部） 4 平　井　廣　一
３1３7 世 界 史 Ⅰ（経部） 4 湯 山 英 子
３1３８ 世 界 史 Ⅱ 4 中　村　一　浩
３14３ 宗 教 学 A 2 堀　　　雅　彦
３144 B 2 堀　　　雅　彦
３14５ C 2 堀　　　雅　彦

注　「民法再入門」は， 2年次については，「民法Ⅰ」不合格者が履修可。 ３年次以上については，「民法Ⅰ」「民法Ⅱ」の両方また
はいずれかの未修得者が履修可。
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１ ．大学共通科目
３５～46ページを参照の
こと。

２ ．外国語科目の単位認定
197・19８ページを参照
のこと。

3 ．卒業論文
17５～177ページを参照
のこと。

２ ．卒業に必要な単位
A　大学共通科目１

　大学共通科目は，人間科学，人文科学と人間，自然・科学技術・人間，社会と人間，地域と文
化，宗教と文化，演習科目，総合講義，キャリア教育関連科目，外国語からなる。
⑴　人間科学
　　この分野から 2単位以上を修得すること。
⑵　人文科学と人間
　　この分野から 2単位以上を修得すること。
⑶　自然・科学技術・人間
　　この分野から 2単位以上を修得すること。
⑷　社会と人間
　　この分野から 2単位以上を修得すること。
⑸　地域と文化
　　この分野から 2単位以上を修得すること。
⑹　宗教と文化
　キリスト教文化及び諸宗教文化の各分野から 1科目 2単位，計 2科目 4単位以上を修得す
ること。

⑺　演習科目
　　修得すべき単位数に定めはないので，必要に応じて履修すること。
⑻　総合講義
　　修得すべき単位数に定めはないので，必要に応じて履修すること。
⑼　キャリア教育関連科目
　キャリア教育の分野から，職業と人生Ⅰ 1 科目 2単位を修得すること。日本語科目分野か
ら，日本語表現Ⅰ 1 科目 2単位及び日本語表現Ⅱ 1 科目 2単位を修得すること。情報科目分
野から，情報入門１科目 2単位，及び情報活用Ⅰ又は情報活用Ⅱのいずれか 1科目 2単位を
あわせた，計 2科目 4単位を修得すること。なお，これらの科目は 1年次に修得することを
原則とする。また，情報活用ⅠとⅡの重複履修はできない。
　ハードウェア基礎及びソフトウェア基礎の履修は，情報入門及び情報活用Ⅰ又は情報活用
Ⅱの 2科目 4単位の修得を条件とする。
⑽　外国語
1　英語Ⅰ～Ⅳ，ドイツ語Ⅰ～Ⅳ，フランス語Ⅰ～Ⅳ，中国語Ⅰ～Ⅳ，韓国語Ⅰ～Ⅳのいず
れか 4科目 ８単位を修得すること。
2　検定により認定される。詳細は「外国語科目の単位認定2」の頁を参照すること。
３　自分が選択した言語 ８単位修得後， ３年次以降に別の言語を履修することもできる。

⑾　⑴～⑽までの上記で修得すべき単位３2単位以外に 6単位以上を修得すること。

B　学科専門教育科目
⑴　学科専門教育科目の各分野から，合計72単位以上を修得しなければならない。なお授業科
目の履修にあたっては，「積上指定科目」の仕組みに注意すること。

⑵　卒業論文の履修は，履修登録時において90単位以上を修得していることを要件とする（必
ず 4月に履修登録すること）。詳しくは，「卒業論文３」の頁を参照すること。

C　積上指定科目
　下記（次ページ）の表の左に掲げられた科目を履修するためには，前提となる右に掲げられた
科目の単位を修得していなければならない。ただし，プレテストを実施する科目については，プ
レテストを受験し合格した場合には，当該科目を履修することができる。

経済法学科　２0１3～２0１7年度入学生 経済学部
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１ ．経済学部他学科専門教
育科目，他学部他学科
専門教育科目及び国際
交流関係科目
47・4８，５５～５８ペ ー
ジを参照のこと。

プレテスト
・プレテストは，上記科目の履修に必要な専門知識を有しているかをテストするものである。こ
のテストに合格した者については，前提科目の単位を修得していない場合でも，後継科目の履
修が認められる（経済法学科学生のみ対象）。このプレテストに合格したとしても，前提科目
の単位修得が認められるわけではない。
・プレテストは後継科目の講義開始 1回目の授業で行う。その際，公欠等の配慮は一切しない。
・このプレテストに合格した者は，後継科目の履修資格を有し，有効期限は当該年度内とする。
履修登録の変更
　前提科目に不合格となり，かつプレテストも不合格となった者については，履修登録をしてい
た後継科目の単位数を限度に修正登録を認める。修正登録は，開講科目全てを対象とする。
修正登録期間
・前期及び通年科目： 4月1８日㈭～ 4月20日㈮
・後期科目： 9月27日㈭～10月 1 日㈪

D　その他
⑴　『大学共通科目』及び『学科専門教育科目』で修得すべき単位110単位以外に必要となる14
単位は，上記の修得すべき単位110単位として修得した授業科目以外の大学共通科目，学科専
門教育科目，経済学部他学科専門教育科目，他学部他学科専門教育科目及び国際交流関係科
目1から算入できる。
⑵　ただし，他学部他学科専門教育科目及び国際交流関係科目から算入できるのは ８単位まで
である。なお，卒業単位計算上，修得した科目の単位数を分割して算入することができる。
⑶　他学科専門教育科目は５6ページに掲載されている科目のみ，履修登録することができる。

　 1．前提科目の修得が履修要件となっている科目

　 2．前提科目が未修得であっても，プレテストに合格すれば後継科目の履修が認められる科目

科目名 前提科目 プレテスト
の有無

民法Ⅴ〔担保物権〕
民法Ⅳ〔債権総論〕
または民法Ⅰ〔民法総則・物権〕
または民法再入門

無

民法Ⅵ〔親族〕
民法Ⅶ〔相続〕

民法Ⅰ〔民法総則・物権〕
または民法再入門

無

科目名 前提科目 プレテスト
の有無

マクロ経済学 基礎経済学 有
計量経済学 経済統計学 有
憲法Ⅰ〔人権〕

法情報学
有

刑事法Ⅰ〔刑法総論〕 有
民法Ⅰ〔民法総則・物権〕 有
憲法Ⅱ〔統治機構〕

憲法Ⅰ〔人権〕
有

国際人権法 有
メディア法 有
行政法Ⅱ〔行政救済法〕 行政法Ⅰ〔行政法総論〕 有

民法Ⅳ〔債権総論〕
「民法Ⅱ（債権各論）」
または「民法再入門」

有

民事訴訟法 手続法基礎論 有
商法Ⅰ〔商法総則・商行為法〕

企業法入門
有

商法Ⅱ〔会社法〕 有
民事執行法

民事訴訟法
有

倒産処理法 有
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１ ．副専攻科目
21５～22３ページを参照
のこと。

⑷　副専攻科目1については，副専攻課程の履修を許可された場合には，修得した科目は全て，
卒業単位の総単位に算入できる科目となる。

⑸　 4年次には， 4単位以上を履修すること。
⑹　このABDのことについて，「E卒業単位表」に分かりやすく表で示してあるので参照の
こと。



経
済
学
部

―� 1３1 �―

E　卒業単位表（卒業に必要な最低単位数）

単　　位　　数

必　修 選　　　択

大

学

共

通

科

目

人 間 科 学 2単位

6単位

（注）
14単位

人 文 科 学 と 人 間 2単位

自 然 ・ 科 学 技 術 ・ 人 間 2単位

社 会 と 人 間 2単位

地 域 と 文 化 2単位

宗
教
と
文
化

キ リ ス ト 教 文 化 2単位

諸 宗 教 文 化 2単位

演 習

演 習 科 目

総 合 講 義

キャリア教育
関 連 科 目

キ ャ リ ア 教 育 2単位

日 本 語 科 目 4単位

情 報 科 目 2単位 2単位

外 国 語 ８単位 大学共通計

計 8 単位 ２４単位 ６ 単位 38単位

学
科
専
門
教
育
科
目

学 科 基 礎 科 目

72単位

基 礎 力 養 成 科 目

演 習 科 目

学 科 ユ ニ ッ ト

教 職 科 目 専門教育計

計 0 単位 7２単位 7２単位

経 済 学 部 他 学 科 専 門 教 育 科 目

他 学 部 他 学 科 専 門 教 育 科 目

国 際 交 流 関 係 科 目

副 専 攻 科 目

計 8 単位 9６単位 ６ 単位 １４単位 １４単位

合　　　　　計 １２４単位 １２４単位
（注）この１４単位に，「他学部他学科専門教育科目」「国際交流関係科目」から算入できるのは 8 単

位までである。
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経済法学科　２0１3～２0１7年度入学生 経済学部


